
令和４年度 

原村地域づくり支援事業補助金 

実施事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名  実施団体名 ページ 

 

第２回原村よいさまつり 

 

 ハラカツ! ２ 

 

ペンション村『トントゥの森の本

箱』設置事業 

 

 
ペンション村『トントゥの

森の本箱』の会 
４ 

 

菖蒲澤区若者による地域活性化事業 

 

 菖青会 ５ 

 

第二回「君も星だよ」COSMOSフェス

の開催と原村学校教育への貢献 

 

 
「COSMOS」の魅力を深め広

める会 
６ 

 

原村スケート歴史、文化継承事業 

 

 
原小学校スピードスケート

クラブ 
７ 

 



人

円 円

事　業　名 第2回原村よいさまつり

10月29日事業実施日・期間

事　業　区　分

事業実施総額 382,962 補 助 金 額 273,000

ハラカツ！団　　体　　名

代　表　者　名 田口夕季 構 成 人 数 20

地域づくり推進事業

①イベント企画・準備
ハラカツ！は村内の中高生を中心に毎週放課後の居場所づくりを
行ったり、地域を盛り上げるためのイベントを企画している団体で
す。例年村で行われている「よいしょまつり」が今年は御柱祭のた
め中止となり、コロナ禍と合わせると3年間中止となってしまって
いた。「中学3年間1度も村祭りがないのは嫌だ」という中学3年生
数人が中心となり、有志でイベントを企画することとなった。
一つのイベントを０から企画準備を自分たちですることにより、子
どもたちが主体的に活動をする機会となった。

事 業 概 要
成　　果



事　業　名 第2回原村よいさまつり

今後の展開

今回「子どもたちの願いやアイディアをぜひ実現させたい！」とい
う地域の方たちの協力によってイベントを成功させることができ
た。このように子どもと大人の協働でそれぞれの夢を叶えていける
ような機会をハラカツ！としてどんどん作っていきたい。
そのためにも、この活動をより多くの方に伝えていき、活動をした
い子どもたちや、応援をしたいという大人の方を探していきたい。
毎週水曜日15:30〜19:00に原村中央公民館で活動をしているので興
味のある方は遊びに来てください！

②よいさまつり当日
元々8月に予定をしていたが、新型コロナウイルスの感染拡大によ
り10月に延期された。延期は残念だったがハロウィンの時期と重
なった為、ハロウィンに関連させたイベントとすることができた。
当日は組の方達の出店があり、300人を超える参加者が来てくれ
た。参加者からは「久しぶりのお祭りが楽しかった」や出店者から
は「子どもたちの企画に協力できてよかった」という感想が聞かれ
た。

事 業 概 要
成　　果



人

円 円

事　業　名 ペンション村『トントゥの森の本箱』設置事業

7月18日～10月18日事業実施日・期間

事　業　区　分

事業実施総額 301,570 補 助 金 額 241,000

ペンション村『トントゥの森の本箱』の会団　　体　　名

代　表　者　名 鮎川　高 構 成 人 数 6

今後の展開

今後は、本の読み聞かせ会や古本市やクリスマス絵本＆グッズなど
人々の交流を図れるイベントなども行っていきたい。

地域づくり推進事業

事 業 概 要
成　　果

①ペンション村内にトントゥの森の本箱を設置
10月18日のオープニングを皮切りに、取材報道があり、10月20日の
信毎の記事に掲載された。HPやチラシなど広報に努めている。
https://tontuu-bookbox.net
木製の木箱や看板は、とても周りの雰囲気とマッチしており、人々
の目に留まっている。
実際利用してくれる人があり、本を通してペンション内の人の流れ
を促し、交流が生まれている。
春になり、人の往来が増えてくると更なる利用者も増えてくると感
じている。



人

円 円

今後の展開

山ノ神の整備は予定通り行うことができ、遊具等も綺麗にすること
ができたが、合わせて開催する予定だった地域の交流事業は新型コ
ロナウイルス感染症の影響がまだ大きく、十分に実施することがで
きなかった。次年度はこの家族も含めた交流事業を実施すること
で、子どもたちへの楽しい思い出づくりや若者を中心とした交流が
盛んな地区として、地域を盛り上げ若者の定住を図りたい。

地域づくり推進事業

事 業 概 要
成　　果

①区内環境整備
菖蒲澤区内の出払いではやりきれない山ノ神の整備を行うことがで
きた。特に遊具は長年放置されていたため、子どもたちが遊びたい
と思う状況ではなかったため、ペンキの塗り替えを行うことで今後
の利用のつながってもらいたい。

②若者主催の地域の交流事業
これまで区で若い世代の家族が交流する行事がなかったため、家族
を含めた同世代同士の繋がりが希薄だったが今回の交流を通して繋
がりを作ることができた。また、若い世代だけでなく、地区の方に
も来てもらうことで世代を超えた交流の場となった。

事　業　名 菖蒲澤区若者による地域活性化事業

７月１６日・９月１７日・３月４日事業実施日・期間

事　業　区　分

事業実施総額 90,680 補 助 金 額 72,000

菖青会団　　体　　名

代　表　者　名 時田聖矢 構 成 人 数 12



人

円 円

事　業　名
第二回「君も星だよ」COSMOSフェスの開催と
原村学校教育への貢献

８月11日～８月15日事業実施日・期間

事　業　区　分

事業実施総額 561,260 補 助 金 額 296,000

COSMOSの魅力を深め広める会団　　体　　名

代　表　者　名 矢崎　千恵 構 成 人 数 5

今後の展開

これまで実現できなかったCOSMOSフェス会場である自然文化園プラ
ネタリウムでの原村小中学校の鑑賞会だけでなく、近隣の富士見
町、茅野市小中高の鑑賞会の原村誘致実現に向けて、車の手配や学
校単位での総合学習等での活用計画を提案し、来年度に実施検討し
て頂けるよう交渉を進めてゆく。

地域づくり推進事業

事 業 概 要
成　　果

第二回「君も星だよ」COSMOSフェスを企画開催
＜事業概要＞
①＜アニメ上映会＞学校現場やフェスで開催
②＜星空ハイク＞原村ならではの星空の下を歩く体験をして、星の
光と自分の光をみつめる体験イベントを実施
③COSMOSの歌詞にある「君も星だよ」の意味を”科学”と”心”で
解説。ゲストとして、科学と心の分野の専門家の講演会を開催
④＜展示・発表＞COSMOSの魅力に触れて感動した参加者の作品を展
示及び発表。一般から小中高生の感想文（一部）を展示
＜成　果＞
①「観光面」の成果
原村発祥のCOSMOSを原村で合唱するプログラムとして本フェスとの
共同プロジェクトである「ウタプロジェクト」が県外から26名が参
加（前年8名から大幅増加）され、ペンション村の２施設に２泊滞
在頂けた。地元との交流の他に、来年は、県外の合唱ファンと地元
の合唱ファンとの交流を深めてゆきたい。
②「原村学校教育への貢献」 原村中学校関係者がフェスに参加さ
れ、COSMOSへの原村の教育現場での思いを語って頂くと共に参加者
と交流。また昨年、教育長にも鑑賞頂いたCOSMOS映画の感想をシェ
アし、さらに学校教育現場でCOSMOS映画を活用する機会や手法等に
ついて議論を深めた。また愛知県安城市から小学校校長と音楽教員
が参加、次回音楽教育関係者の交流会に発展させたいとの意向。新
しい試みとして自然文化園の展示室においてCOSMOSへの感動を感想
文や作品にして公開展示（原村在住の地元作家の絵画や、原村中学
校の生徒や一般からの感想文など）



人

円 円

事　業　名 原村スケート歴史、文化継承事業

2023年1月29日事業実施日・期間

事　業　区　分

事業実施総額 392,000 補 助 金 額 300,000

原小学校スピードスケートクラブ団　　体　　名

代　表　者　名 百瀬郁美 構 成 人 数 30

今後の展開

小平さんからも、とても楽しいスケート教室になったし、参加して
くれた皆さんに、何か元気になるきっかけを与えることが出来たな
ら幸いです。とのお言葉を頂きました。小平奈緒さんには、来年度
も原村のスケート文化の発展に関わって頂けるよう、連携の体制を
整えました。

地域づくり推進事業

事 業 概 要
成　　果

①講演会
　地元諏訪郡の出身、平昌オリンピックスピードスケート金メダリ
ストの小平奈緒選手を、NAO ice OVAL（茅野市運動公園国際スケー
トセンター）に、歴史文化継承スケートイベントの講師としてお招
きしました。小平さんは、前年度、現役を引退したあとも、「唯一
無二の自己表現」「知るを楽しむ」の精神でさらなる高みに、進ん
でいくをモットーに、広く社会貢献の活動をしていくとの事で、村
内からの参加者(150名)にとって、とても貴重な時間になりまし
た。

②スケート教室
　スケートリンクでスケート教室を50分間行いました。
大人から、子どもまでの幅広い年代が、小平選手のスケートを愛す
る心を受け継ぎ、オリンピックを目指すきっかけに、また日常の心
構えを学ぶことが出来き、真摯にスケートに打ち込み、世界の人々
に愛された小平選手の人間性に触れることで、「たくましく、やさ
しい、夢のある子ども」のきっかけになったと思います。


